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 事業概要 

大気突入カプセルの動的不安定性には特定の周波数の流体現象が影響を及ぼしている可能性が示唆
されている. 本研究では鈍頭物体形状に対して数値流体計算を実施し, 動的モード分解を用いて後流
構造の調査を行った. 

 
 

 JAXA スーパーコンピュータを使用する理由と利点 

非定常流流れ場の解析には大きな計算コストがかかるため 
 

 今年度の成果 

FaSTAR を用いた亜音速域における鈍頭物体形状周りの非定常流体シミュレーションと動的モード
分解によるパターン抽出を実施した. 

 

 成果の公表 

なし 
  

再突入カプセルの遷音速不安定に関する研究 
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利用状況

⚫ 計算情報

⚫ 利用量

総資源に占める利用割合※ ：

内訳
計算資源

計算システム名 コア時間 コア・ 資源の利用割合※

ファイルシステム資源
ファイルシステム名 ストレージ割当量 資源の利用割合※

アーカイバ資源
アーカイバシステム名 利用量 資源の利用割合※

※ 総資源に占める利用割合： つの資源 計算ファイルシステムアーカイバ の利用割合の加重平均
※ 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合

プロセス並列手法
スレッド並列手法 非該当
プロセス並列数
１ケースあたりの経過時間 時間
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